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N
o
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N
o
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■■
第第
３３
回回
森森
下下
広広
一一
杯杯
八八
頭頭
町町
ママ
ララ
ソソ
ンン
大大
会会
 �
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
 

■■
まま
ちち
のの
話話
題題
 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

■■
平平
成成
11
99
年年
度度
決決
算算
のの
概概
要要

■■
子子
育育
てて
ココ
ララ
ムム
｢｢子子
育育
てて
はは
窓窓
をを
開開
けけ
てて
」」

■■
わわ
がが
村村
紹紹
介介
・・
じじ
げげ
自自
慢慢

・
・
２
～
３
Ｐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ・
・
 
２
～
３
Ｐ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 
４
～
５

４
～
５
ＰＰ

・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　
　
　
　
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
 
６
～
７

６
～
７
ＰＰ

・
・
・
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ・
・
・
・
・
・
 
９９
ＰＰ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　
　
　
　
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
 1
8
1
8
ＰＰ

今今
月月
のの
主主
なな
内内
容容

八八
頭頭
町町
ママ
ララ
ソソ
ンン
大大
会会

1
0
月
1
3
日
（
月
）、
第
３
回
森
下
広
一
杯
八
頭
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

1
0
月
1
3
日
（
月
）、
第
３
回
森
下
広
一
杯
八
頭
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
、
船
岡
中
学
校
校
庭
を
発
着
点
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ト

が
、
船
岡
中
学
校
校
庭
を
発
着
点
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ト

ヨ
タ
自
動
車
九
州
陸
上
部
の
主
将
の
今
井
正
人
選
手
と
米
子
松

ヨ
タ
自
動
車
九
州
陸
上
部
の
主
将
の
今
井
正
人
選
手
と
米
子
松

蔭
高
校
出
身
の
江
田
友
也
選
手
が
招
待
選
手
と
し
て
、
ハ
ー
フ
マ

蔭
高
校
出
身
の
江
田
友
也
選
手
が
招
待
選
手
と
し
て
、
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
を
走
り
ま
し
た
。（
関
連
記
事
２
～
３
Ｐ
）

ラ
ソ
ン
を
走
り
ま
し
た
。（
関
連
記
事
２
～
３
Ｐ
）
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月　

日
（
月
）
体
育
の
日
、

10

13

第
３
回
森
下
広
一
杯
八
頭
町
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
、
船
岡
中
学
校

校
庭
を
発
着
点
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
東
は
、
埼

玉
・
神
奈
川
県
か
ら
、
西
は
熊

本
・
福
岡
県
か
ら
、
そ
し
て
、

海
外
か
ら
は
、
八
頭
町
と
交
流

協
定
を
締
結
し
て
い
る
韓
国
横

城
郡
か
ら　

名
も
参
加
が
あ

19

り
、
過
去
最
高
の
１
０
１
０
名

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
を
除
く
）

の
ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

今
大
会
に
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト

の
森
下
広
一
さ
ん
と
森
下
さ
ん

が
監
督
を
務
め
る
ト
ヨ
タ
自
動

車
九
州
陸
上
部
か
ら
主
将
の
今

井
正
人
選
手
と
米
子
松
蔭
高
校

出
身
の
江
田
友
也
選
手
が
招
待

選
手
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
午
前
９
時　

分
に

40

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
２
㎞
コ
ー

ス
）
で
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
３
５
１
名
が
ス
タ
ー
ト
し

た
後
、　

時
か
ら
３
・
５
・　

10

10

㎞
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離

で
、
年
齢
、
性
別
に
よ
り　

部
16

門
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
部
門
別
の
入
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

キキキキキキキキキキキキキキキキ
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キ
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ト
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1111111111111111000000000000000010
��
�

��

��

�
�

��

��

１　

森
本　

崇
志
（
鳥
取
市
）

２　

川
端　

大
介
（
米
子
市
）

３　

武
安　

敏
樹
（
岡
山
県
）

４　

ユ
・
ミ
ョ
ン
ヨ
ル

 
�
�
�
�
�
�
� 
（
横
城
郡
）

５　

松
江　

康
治
（
岡
山
県
）

６　

藤
原　

崇
洋
（
岡
山
県
）

��
�

�
�
��

�
�

��

１　

宮
脇　

宏
和
（
若
桜
町
）

２　

堀
尾　

昌
志
（
倉
吉
市
）

３　

浜
田　

正
澄
（
兵
庫
県
）

４　

加
藤　

一
郎
（
愛
知
県
）

５　

山
下　

伸
介
（
鳥
取
市
）

６　

藤
田　

好
弘
（
八
頭
町
）

��
�

�
�
��

�
�

��

１　

岩
本　

美
紀
（
鳥
取
市
）

２　

中
條
さ
お
り
（
岡
山
県
）

３　

山
本
須
美
子
（
兵
庫
県
）

４　

長
恒　

京
子
（
岡
山
県
）

５　

吉
田　

雅
美
（
岡
山
県
）

６　

畑
山　

理
恵
（
兵
庫
県
）

���� ��

��������	
��
���

1992年のバルセロナオリンピック男子
マラソン銀メダリスト。
1999年からトヨタ自動車九州　陸上競
技部監督。
八頭町大江出身。

ハハハハハハハハハハハハハハハハ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
フフフフフフフフフフフフフフフフ
ママママママママママママママママ
ララララララララララララララララ
ソソソソソソソソソソソソソソソソ
ンンンンンンンンンンンンンンンン

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

��

�
�
�
�

１　

山
端　

良
尚
（
兵
庫
県
）

２　

田
野　

昌
輝
（
兵
庫
県
）

３　

河
原　
　

拓
（
三
朝
町
）

４　

草
刈　

邦
展
（
智
頭
町
）

５　

上
田　

恒
徳
（
八
頭
町
）

６　

品
川　

雅
俊
（
岡
山
県
）

��

�
�
�
�

１　

山
口
み
ゆ
き
（
兵
庫
県
）

２　

名
賀　

公
子
（
兵
庫
県
）

３　

ホ
ン
・
ミ
オ
ク
（
横
城
郡
）

４　

成
田　

恭
子
（
兵
庫
県
）

５　

志
水　

真
美
（
兵
庫
県
）

６　

山
田　

美
佳
（
兵
庫
県
）
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��

�
�
�
��

��

�
	

��

１　

西
尾　

拓
也
（
八
頭
町
）

２　

居
川　
　

凌
（
八
頭
町
）

３　

�
吉　

佑
樹
（
八
頭
町
）

４　

松
本　

光
弘
（
八
頭
町
）

５　

下
地　
　

航
（
八
頭
町
）

６　

飯
田　

貴
弘
（
八
頭
町
）

��
�

��

��

�
�

��

��

１　

石
破　
　

徹
（
八
頭
町
）

２　

田
中　
　

智
（
鳥
取
市
）

３　

中
村　

丈
志
（
松
江
市
）

４　

山
根　

和
弘
（
大
阪
府
）

５　

石
田　

浩
二
（
鳥
取
市
）

６　

林　
　

研
志
（
兵
庫
県
）

��
�

��

��

�
�

��

��

１　

水
木　

克
尚
（
京
都
府
）

２　

福
井　

正
人
（
兵
庫
県
）

３　

古
田　

二
郎
（
鳥
取
市
）

４　

河
野　

幹
雄
（
広
島
県
）

５　

岡
田　

志
朗
（
京
都
府
）

６　

藪
田　

博
幸
（
八
頭
町
）

��
�

�
�
��

�
�

��

１　

徳
松　

公
明
（
鳥
取
市
）

２　

太
田　

晶
紀
（
岐
阜
県
）

３　

鈴
木　

鑛
満
（
熊
本
県
）

４　

伊
藤　
　

功
（
広
島
県
）

５　

竹
内　

久
康
（
鳥
取
市
）

６　

金
森
興
太
郎
（
八
頭
町
）

��

�
�
�
��

��

�
	

��

１　

山
根　

絵
美
（
八
頭
町
）

２　

松
田　

美
希
（
八
頭
町
）

３　

城
本　

佳
菜
（
八
頭
町
）

４　

中
村　

早
希
（
八
頭
町
）

５　

北
尾
麻
佑
子
（
八
頭
町
）

６　

菅　
　

裕
恵
（
八
頭
町
）

��
�

�
�
��

�
�

��

１　

岡
本　

里
子
（
鳥
取
市
）

２　

加
藤
由
記
子
（
愛
知
県
）

３　

井
上　

昭
江
（
鳥
取
市
）

４　

沖　
　

弥
生
（
倉
吉
市
）

５　

岡
本　

春
美
（
兵
庫
県
）

６　

矢
部　

幸
代
（
八
頭
町
）

２　

澤
谷　

真
生
（
八
頭
町
）

３　

福
田　

真
也
（
八
頭
町
）

４　

薄
竹　

亮
介
（
八
頭
町
）

５　

山
本　

謙
信
（
八
頭
町
）

６　

坂
内　

徳
明
（
八
頭
町
）

��

�
�
��

�
�

１　

橋
尾
理
沙
子
（
八
頭
町
）

２　

谷
口　

沙
樹
（
八
頭
町
）

３　

池
本　

祐
美
（
八
頭
町
）

４　

井
上
加
奈
絵
（
鳥
取
市
）

５　

前
田　

美
佳
（
鳥
取
市
）

６　

小
林　

里
奈
（
八
頭
町
）

５　

盛
田　

伸
也
（
若
桜
町
）

６　

丹
松　
　

雄
（
若
桜
町
）

��

�
�
�
��

��

�
	

��

１　

藤
原　

亜
衣
（
若
桜
町
）

２　

池
本　
　

麗
（
八
頭
町
）

３　

加
藤
有
希
子
（
若
桜
町
）

４　

田
中　

美
香
（
鳥
取
市
）

５　

平
家
ち
あ
き
（
若
桜
町
）

６　

高
濱　
　

悠
（
八
頭
町
）

��

�
�
��

�
�

１　

古
礒　

瞳
衣
（
大
山
町
）

3333333333333333
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キ
ロ
メ
ー
ト
ル

��
�

�
�
��

�
�

��

１　

窪
田　

一
正
（
八
頭
町
）

２　

北
浦　

瞭
一
（
大
阪
府
）

３　

山
根　
　

孝
（
若
桜
町
）

４　

林
原　

咲
夫
（
大
山
町
）

５　

高
田　

紀
康
（
岡
山
県
）

６　

平
川　

和
正
（
大
阪
府
）

��

�
�
�
��

��

�
	

��

１　

山
口　

雅
貴
（
若
桜
町
）

２　

山
本　

啓
太
（
若
桜
町
）

３　

小
林　

千
紘
（
鳥
取
市
）

４　

木
下　

和
士
（
若
桜
町
）

���� ��

順天堂大学時代、箱根駅伝の山登り５区で
３年連続区間賞、「山登りの神様」と称賛さ
れた。人並み外れたキック力から人間ブル
ドーザーとの異名も。陸上界期待の星。入
社２年目、今年から陸上部主将。

�
�

�
�
�
�

米
子
松
蔭
高
校
の
エ
ー
ス
と
し
て
、
平
成　

年
全
国
高
校
駅

18

伝
大
会
出
場
に
導
く
。
森
下
監
督
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
ト
ヨ
タ

九
州
へ
。
入
社
２
年
目
、
鳥
取
県
陸
上
関
係
者
も
熱
い
視
線
。
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Topic of town

　

新
し
い
移
動
図
書
館
車
が　

月
１
日
か
ら
、

10

毎
週
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
後
に
遠
隔
地
域

で
巡
回
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
図
書
館
車
は
、
遠
隔
地
図
書
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
た
め
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
図
書
の

積
載
量
は
従
来
の
軽
ワ
ゴ
ン
車
の
約
４
倍
の
１

３
０
０
冊
積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

図
書
の
内
容
を
充
実
す
る
こ
と
が
出
来
、
中
、
高

齢
者
及
び
弱
視
者
に
読
み
易
い
大
き
い
活
字
の

「
大
活
字
本
」
等
を
多
数
積
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
図
書
館
車
の
巡
回
時
に
図
書

を
借
り
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

9
月　

日
に
、
八
頭
町
立
丹
比
小

18

学
校
で
、「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
派

遣
指
導
事
業
ラ
グ
ビ
ー
教
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

豊
か
な
経
験
や
卓
越
し
た
技
術
を
も

と
に
、
子
ど
も
た
ち
に
講
話
や
実
技

指
導
を
行
い
、
日
常
生
活
の
中
で
主

体
的
に
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

態
度
や
習
慣
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　

こ
の
た
び
は
、（
財
）
日
本
ラ
グ

ビ
ー
協
会
普
及
育
成
委
員
で
、
元
ラ

グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
大
八
木
淳
史
さ

ん
が
丹
比
小
学
校
で
、　

分
間
に
わ

90

た
り
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
あ
た
ら

れ
ま
し
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
を
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
子
ど
も
た
ち
を
前
に
、
分
か
り
や

す
く
、
楽
し
く
、
そ
し
て
熱
く
、
ラ

グ
ビ
ー
の
素
晴
ら
し
さ
や
生
き
る
上

で
大
切
な
こ
と
を
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
、
大
八
木
さ
ん
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
一
生
懸
命
に

動
き
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
声
を
掛
け

合
う
こ
と
の
大
切
さ
や
集
中
す
る
こ

と
の
大
切
さ
等
を
学
び
ま
し
た
。

移
動
図
書
館
車
が
巡
回
開
始

ラ
グ
ビ
ー
教
室 
丹
比
小
学
校



YAZU
2008.11◆5

Topic of town

メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ
ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ
ユユユユユユユユユユユユユユユユユユユユ
ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダ
まままままままままままままままままままま
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
をををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

メ
ニ
ユ
ダ
ま
つ
り
を
開
催

　

９
月　

日
（
日
）、
船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

21

（
愛
称
：
メ
ニ
ユ
ダ
）
で
「
メ
ニ
ユ
ダ
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
激
し
い
雨
の
降
る
あ
い
に
く

の
空
模
様
で
し
た
が
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
保
育
園
児
、
小
・
中
学
生
、
生
き
が
い

学
級
の
生
徒
等
に
よ
る
歌
や
芸
能
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
内
で
は
、
催
し
物
や
、
さ
ま

ざ
ま
な
作
業
所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

よ
る
た
い
や
き
や
手
打
ち
そ
ば
な
ど
の
食

品
や
雑
貨
の
販
売
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
８
０
０
名
を
超

す
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

９
月　

日
（
金
）、
八
東
フ
ル
ー
ツ
観
光

19

園
（
八
東
フ
ル
ー
ツ
観
光
園
生
産
組
合　

代
表
者　

田
中
康
夫
）
の
り
ん
ご
園
開
園

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
八
東
地
域
の

保
育
園
児
が
招
待
さ
れ
、
り
ん
ご
狩
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
り
ん
ご
の
取
り
方
を
教

わ
っ
た
後
、
早
速
リ
ン
ゴ
園
に
入
っ
て
、

収
穫
し
、
大
き
な
り
ん
ご
を
ほ
お
張
っ
て

い
ま
し
た
。

　

り
ん
ご
狩
り
は
、　

月
中
旬
ま
で
楽
し

11

め
ま
す
。
入
園
料
は
中
学
生
以
上
４
０
０

円
。
詳
し
く
は
、
�　

―
６
０
３
０
へ

84

　

昭
和　

年
２
月
に
設
立
さ
れ
た
安
部
保

33

育
所
は
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど　

周
年
を
迎

50

え
、
９
月　

日
（
日
）、
安
部
保
育
所
園
庭

28

で
、
創
立　

周
年
記
念
運
動
会
が
開
催
さ

50

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
会
で
「
半
世
紀
の
想
い
出
づ

く
り
を
し
よ
う
」
と
安
部
保
育
所
保
護
者

会
（
会
長
藤
原
直
樹
さ
ん
）
が
保
護
者
に

よ
る
「
組
体
操
」
の
演
技
披
露
と
運
動
会

に
集
ま
っ
た
児
童
と
そ
の
家
族
・
来
賓
な

ど
の
２
０
０
数
名
が
協
力
し　

周
年
の

50

「　

」
の
人
文
字
を
作
り
ま
し
た
。

50

　
　
　
　
（
写
真
撮
影
：
城
光
寺
照
進
氏
）

　

９
月　

日
（
日
）、
郡
家
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

21

で
、
第　

回
八
頭
町
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
が

28

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
台
風　

号
の

13

影
響
に
よ
り
、
予
約
申
込
者

が
少
な
く
、
ま
た
、
当
日
も

時
折
強
い
雨
が
降
る
あ
い
に

く
の
空
模
様
に
な
り
、
参
加

者
は　

名
で
し
た
が
、
和
や

29

か
な
雰
囲
気
で
コ
ー
ス
を
回

り
な
が
ら
、
打
つ
時
は
真
剣

な
表
情
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま

し
た
。

　

上
位
、
３
位
ま
で
の
成
績
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

��

�　

中
村　

順
一
（
鳥
取
市
）

　

�
�
�　

林　
　

清
美
（
八
頭
町
）

　

�
�
�　

太
田　

幸
博
（
鳥
取
市
）

創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創
立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立
創
立　

周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
をををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

周
年
記
念
運
動
会
を
開
催

555555555555555555550000000000000000000050

八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯
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催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

八
頭
町
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八
東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
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園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
でででででででででででででででででででで
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩狩
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

八
東
フ
ル
ー
ツ
観
光
園
で
り
ん
ご
狩
り
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　平成19年度一般会計歳入の総額は、99

億3,578万円(対前年1.5%増)でした。

　歳出総額は97億1,299万 円(対 前年

2.4%増)となり、形式収支は２億2,279

万円となりますが､翌年度に繰り越さなけ

ればならない財源が2,326万円あるので、

実質収支は１億9,953万円の黒字決算と

なりました。

　実質収支は黒字となっていますが､実質

収支から前年度の繰越金及び積立金の取

り崩しを除いた実質的な単年度収支は赤

字となっており､厳しい財政運営となって

います。 

�������
<平成１９年度決算の概要>

　平成19年度の決算がまとまり､9月に開かれた定例町議会で認定されました。
　限られた財源を工夫して有効に使い､「人が輝き・集い・夢広がるまち」を目標に事業を行いました。
　決算は､町の家計簿であり､まちづくりの記録でもあります。平成19年度の決算の概要をお知らせし、
町の財政状況をご理解いただくとともに、今後の行財政運営にいっそうのご協力をお願いするものです。

大切に使いました 97億1,299万円

◆地方債現在高(町の借金)

※町民一人あたり
　借金(全会計)
　128万円

114億3,644万円一般会計
139億7,703万円特別会計
254億1,347万円合　　計

◆基金現在高(町の貯金)

※町民一人あたり
　貯金(全会計)
　８万円

14億　162万円一般会計
2億6,218万円特別会計
16億6,380万円合　　計

決　算　額主　な　事　業

2,116万円地方路線バス維持事業

3,245万円中山間地域活性化事業

１億5,389万円障害者自立支援事業

１億3,978万円児童手当給付事業

３億1,450万円ごみ処理事業

6,524万円老人保健事業

2,882万円中山間直接支払交付金事業

6,972万円地籍調査事業

7,881万円商工業小口融資事業

１億2,843万円町道改良事業

２億7,398万円東部広域行政管理組合消防費負担金

10億1,217万円中央中学校整備事業

3,224万円人権教育推進事業
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（単位：千円）

差引額歳出総額歳入総額特別会計名

164,3231,807,0671,971,390国民健康保険

19,581373,507393,088簡易水道

△ 47,76279,10931,347住宅資金

32,3602,112,9112,145,271老人保健

22,507443,643466,150公共下水道

20,930781,508802,438農業集落排水

38,4491,518,8301,557,279介護保険

47118,440118,487宅地造成

891,6861,775墓地事業

1376377老人居室・障害者住
宅整備資金

5,3703425,712上私都財産区

11011市場、覚王寺財産区

101上津黒、下津黒財産区

19,9673520,002篠波財産区

＊住宅資金特別会計の歳入不足額は翌年度歳入繰上充用金で補填しました。

特別会計決算 普通会計性質別経費の状況
（単位：百万円・％）

摘　　　要構成比決算額区　分

職員の給与、議員報
酬、各種委員報酬等23.12,245人件費

各種法律等により措
置される生活扶助等5.2502扶助費

町の借金の返済に要
した経費13.81,345公債費

消耗品、光熱水費、事
務機の使用料等13.21,284物件費

各種補助金、負担金等9.2895補助費等

特別会計へ繰り出し
た経費16.51,605繰出金

建設事業や災害復旧
事業に要した経費16.31,591投資的経費

基金積立金、維持補修
費、貸付金等2.7272その他

100.09,739計

��������	
�	�
�������������

��������	
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平成19年度健全化判断比率

実質赤字比率…………　一般会計等の実質赤字の標準財政規模(地方公共団体の標準的な状態で
通常収入されるであろう税収等経常的一般財源の規模)に対する比率。

　　　　　　　　　　　八頭町は黒字決算となっていますので、赤字比率が生じていないため

「－」の表示となっています。 

連結実質赤字比率……　特別会計を含めた全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する
比率ですが､全会計を含めた決算が黒字となっていますので､比率は実質赤

字費比率と同様に「－」の表示となっています。

実質公債費比率………　実質的な公債費(借金の返済金)の負担の程度をみる指標です。一般会計
が負担する公債費に上下水道事業等の公営企業会計や一部事務組合等の元

利償還金に充てる一般会計からの繰出金及び負担金等を加えた経費の標準

財政規模に対する比率です。 

将来負担比率…………　一般会計などの地方債(町の借入金)の現在高、上下水道事業等の公営企
業や一部事務組合等の地方債償還金に充てる一般会計からの繰入見込額､

地方公社の負債額、全職員の退職手当支給予定額など、一般会計等が将来

負担すべき実質的な債務の標準財政規模に対する比率です。

（単位：％）

将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率

129.816.6－－

(350.0)(25.0)(19.21)(14.21)

＊(   )内の数値は､イエローカードとなる早期健全化基準
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毎
年　

月
上
旬
に
国
民
年
金

11

保
険
料
の
納
付
（
１
月
か
ら　
10

月
１
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ

た
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込

ま
れ
る
見
込
み
額
）
を
証
明
す

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ

キ
）
が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
年
の
途
中
か
ら
国
民

年
金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、

　

月
２
日
以
降
に
初
め
て
保
険

10料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
翌
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
は
、
そ
の
納

付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の

所
得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
年
末
調
整
等
の
手

続
き
の
際
に
ご
自
身
の
社
会
保

険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
ご

家
族
分
の
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

も
申
告
す
る
方
の
申
告
書
に
添

付
等
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
控
除
証
明
書
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
へ

�（
0
5
7
0
）�
0
7
0
�
1
1
7

 
福
祉
課
か
ら
の

　
　
 
お
知
ら
せ
 問合せ先 

八
頭
町
役
場
福
祉
課
（
０
８
５
８
）　

－

０
２
０
５

76

船
岡
支
所
住
民
課
（
０
８
５
８
）　

－

０
０
４
４

72

八
東
支
所
住
民
課
（
０
８
５
８
）　

－

１
２
２
０

84

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）

の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬
にににににににににににににににににににに
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

毎
年　

月
上
旬
に
送
付

111111111111111111111111111111111111111111

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族
のののののののののののののののののののの
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
をををををををををををををををををををを

ご
家
族
の
保
険
料
を

納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
しししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合

　
　
　
  
納
付
し
た
場
合

　保育所入所の申し込みを受け付けます。平成21年４月から保育所に入所を希望される方は、12
月２日(火)から12日(金)までにお申し込みください。入所申込書、入所案内は役場福祉課及び各
保育所に準備しています。
　なお、町外（鳥取市など）の保育所への入所を希望する場合は役場福祉課にご相談ください。

○受 付 場 所　　八頭町内各保育所　※入所申込書は、第１希望の保育所へ提出してください。
○受 付 時 間　　午前９時～午後４時（土曜日は午前11時30分まで）
○入所の基準等　　保護者及び同居の親族（60歳未満の方）が、就労、疾病等により家庭で保育

できない状態（保育に欠けるという）である児童であること。
○保 育 時 間　　平日の保育時間は、午前８時から午後４時（土曜日は午前11時30分）までで

すが、就労状況等に応じ、時間外保育、延長保育等もご利用いただけます。詳し
くは入所案内をご覧ください。

受入年齢
開 所 時 間

定員電話番号所　在　地保育所名
（土曜日）（平日）

6ヵ月～7:00～11:307:00～18:003074-0135下津黒87-5中私都保育所
6ヵ月～7:00～11:307:00～19:004572-3187大坪69-1下私都保育所
6ヵ月～7:00～18:007:00～19:006072-0129門尾31-1たから保育所
6ヵ月～7:00～18:007:00～19:0012072-3123郡家71-1郡家保育所
6ヵ月～7:00～11:307:00～19:006072-3137石田百井3-2国中保育所
6ヵ月～7:00～11:307:00～18:004572-3106郡家殿282-2大御門保育所
6ヵ月～7:00～18:007:00～19:009073-0138船岡619船岡保育所
6ヵ月～7:00～11:307:00～18:004572-0713見槻中75-1隼保育所
3歳～8:00～11:308:00～16:004073-8766大江30大江へき地保育所
6ヵ月～7:00～11:307:00～18:009084-2360北山85-1丹比保育所
6ヵ月～7:00～11:307:00～18:006084-2323岩渕221八東保育所
6ヵ月～7:00～18:007:00～19:004584-3241安井宿771-1安部保育所

������　役場福祉課　�７６－０２０５
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　前回、生まれながらに子どもには大きな個人
差があり、その個人差も日々の生活の中で変化
していくものだと述べました。もちろん、そう
した大きな個人差の背後には、大まかな「発達
の道筋」というようなものがあるのですが、そ
の話をさせていただく前に、もう少し個人差に
ついて考えてみたいと思います。
　「人を見て法を説け」ということわざがありま
すね。お釈迦さまが相手の能力や人柄に応じ
て、仏の道について説明したことに由来してお
り、「人を説得する時には、相手の人柄や能力を
見て、その人にあった方法で話をすべきだとい
うこと」を意味しています。
　これと同じことを、教育心理学においては適
性処遇交互作用といいます。つまり、「適性」(子
どもが持っている能力や特性)と「処遇」(その
子どもに対する外側からの働きかけ)の組み合
わせによって、より効果的な結果が得られた
り、逆に効果が見られなくなってしまったりす
ることを言います。例えば、学生を対象に「板
書とプリントを使った授業」(授業A)と、「映像
教材を使った授業」(授業B)という2つの授業の
やり方(処遇)があったとします。普通は、この2
つの授業方法のどちらが子どもにとって効果的
か？と考えてしまうのですが、適性処遇交互作
用の考え方では、そこに子どもの適性(特性、能
力)をあわせて考える必要があるわけです。「適
性」として、「対人的な積極性」を扱った実験で
は、学生の対人的積極性が低い方が授業Bでの
成績が良く、逆に対人積極性が高い方が授業A
での成績が良かったそうです(図)。

　このように、教え方(処遇)も、子どもの持つ
適性(特性、能力など)によって、効果の現れ方
がまったく異なってくるわけです。そして、こ
こでの「適性」とは、子どもの気質的な性格特
徴や、「知的能力」といった比較的安定している
ものばかりではなく、その場面の前に、その子
どもがどのような状況だったか、例えば、気分
の高揚具合や集中力・持続力の程度、体力的に
疲労が蓄積しているかどうかといったように、
子ども自身の気分や気持ちに関することや、さ
らには、その学ぼうとするその内容について、
今までにどの程度触れてきたか、といった体験
や学びの程度も関連してくるのです。
　つまり、子ども一人ひとりの姿に合わせてか
かわり方を変えること、また、子どものその
時々の状態に合わせてかかわり方を変えること
が大事だといえるでしょう。ただ、大事なこと
なんだけれども、一方で今の日本では、社会全
体があわただしく、大人の側にも余裕がなく、
子育てに関してもゆとりの持てないために、子
どもの多様な姿が認められなくなってきている
のではないかとも思うのです。本来、子どもた
ちは、多様で柔軟な存在として生まれてくるに
もかかわらず、大人の側がそうした子どもたち
の良さを受け止められていないのではないかと
思うのです。特に、今の時代の「大人のゆとり
のなさ」は、子どもに目を注ぎながら、「子ども」
をありのままに認められていないことにつな
がっている気がします。つまり、「子どもらし
さの喪失」です。
　そんな「子どもらしさ」が失われかけている
ように感じられる現代だからこそ、今回お話し
しましたように、子どもに合わせることの大事
さを考えていきたいと思っています。あわただ
しい毎日の中でそれが難しいのであれば、せめ
て、複数の多様な大人がかかわることで、多様
な子どもの姿にあわせることができるようにな
るのではないかと思うのです。

 ����  ���� 鳥取大学地域学部　神谷哲司
 ��������� (生涯発達心理学・保育学)

���������������
���������������
���������������
���������������
���������������

　子子育育ててココララムム　「子育ては窓を開けて」第7回

子どもを見て法を説け!?　　

��������	
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評
価
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
の
高
齢
の
方

が
、
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
で
自
立
し
た
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
要
介
護
状
態
等
と
な

る
可
能
性
の
あ
る　

歳
以
上
の

65

方
を
早
期
に
発
見
し
早
期
対
応

を
し
て
い
く
た
め
に
行
い
ま
す
。

　
　

歳
以
上
で
要
介
護
認
定
の

65
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
を
対

象
に
行
い
ま
す
。
要
介
護
認
定

の
申
請
を
さ
れ
要
支
援
、
要
介

護
と
認
定
さ
れ
て
い
る
方
は
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

生
き
生
き
と
過
ご
す
た
め

介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ

り
介
護
予
防
健
診
（
生
活
機
能

○
介
護
予
防
健
診

　
（
生
活
機
能
評
価
）
は

　
　

な
ぜ
す
る
の
？

○
介
護
予
防
健
診

　
（
生
活
機
能
評
価
）
は

　
　

誰
が
受
け
る
の
？

　

町
内
の
医
療
機
関
ま
た
は
保

健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
う
特
定

健
診
（　

歳
以
上
の
方
は
健
康

75

診
査
）
と
同
時
に
介
護
予
防
健

診
を
受
け
ま
す
。

　

ま
ず
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
（
表
①
参
照
）
を
記
入
し
、

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
含
む

問
診
な
ど
に
よ
り
医
師
等
が
生

活
機
能
の
低
下
の
有
無
を
判
定

し
ま
す
。

　

生
活
機
能
の
低
下
が
あ
る
と

判
定
さ
れ
た
方
は
血
液
検
査
な

ど
を
受
け
、
介
護
予
防
事
業
の

参
加
の
可
否
を
医
師
が
判
定

し
、
そ
の
結
果
は
医
療
機
関
ま

た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
介
護
予
防
健
診

　
（
生
活
機
能
評
価
）
の

　
　

受
け
方
は
？

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

　

介
護
予
防
健
診
の
結
果
、
生

活
機
能
に
低
下
が
あ
る
と
判
定

さ
れ
た
方
で
、
事
業
参
加
が
可

能
な
方
に
は
、
介
護
予
防
事
業

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
八
頭
町
で
は
運
動
器

の
機
能
向
上
事
業
、
口
腔
機
能

の
向
上
事
業
、
栄
養
改
善
事
業

を
行
っ
て
お
り
、
運
動
器
の
機

能
向
上
事
業
に
つ
い
て
は
、
八

頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。（
図
②

参
照
）

　

運
動
器
の
機
能
向
上
事
業
は

平
成　

年　

月
か
ら
始
め
て
お

18

12

り
、
参
加
さ
れ
た
方
は
歩
行
状

態
が
安
定
さ
れ
た
り
、
運
動
の

意
欲
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
運
動
に
よ
る
効
果
が
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
介
護
予
防
支
援
計
画

等
が
必
要
で
す
が
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
等
が

作
成
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
介
護
予
防
事
業
の
お
誘
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

生
活
機
能
の
維
持
向
上
を
図

り
、
生
き
生
き
と
過
ご
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先

八
頭
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

�　

―
３
５
７
２

７２

○
介
護
予
防
は

　

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

○
積
極
的
に
ご
参
加

　

く
だ
さ
い

表①　基本チェックリスト



YAZU
2008.11◆11

 　

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界
エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ
デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
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日
本
で
は
1
日
に
4
人
以
上
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染 

　

現
在
エ
イ
ズ
は
世
界
で
増
加

し
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
平
成　

年
の
１

19

年
間
に
報
告
さ
れ
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
は
１
０
８
２
人
、
エ
イ
ズ
患

者
は
４
１
８
人
と
過
去
最
高
で
、

確
実
に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

感
染
者
・
患
者
を
合
わ
せ
る

と
過
去
最
高
の
１
５
０
０
人
と

な
り
、
１
日
平
均
４
人
以
上
が

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
　

月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ

12
デ
ー
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

の
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

鳥
取
保
健
所
（
東
部
総
合
事

務
所
福
祉
保
健
局
）
で
は
、
電

話
相
談
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
匿

名
・
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
鳥
取
保
健
所
�

（
０
８
５
７
）　

―
５
６
９
４
へ

22

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

対　　象場　　所時　　間内　　容曜日日

一般船岡保健センター10：30～11：30さわやか体操教室水５

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室
木６

Ｈ17.9.5～Ｈ17.10.30生まれ郡家保健センター受付  12：30～12：45３ 歳 児 健 診

検診案内チラシをご覧下さい。郡家保健センター受付　８：30～10：00総 合 検 診月10

乳児養育者郡家保健センター受付　９：15～９：30離 乳 食 講 習 会水12

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室
木13

Ｈ15.8.25～Ｈ15.10.6生まれ郡家保健センター受付  12：50～　 　　５ 歳 児 健 診

一般八東保健センター13：30～14：30健 康 講 座金14

一般 郡家保健センター９：30～11：00一般健康相談・介護相談

月17 一般 八東保健センター９：30～11：00一般健康相談・介護相談

一般 八東保健センター受付  ９：30～11：00心と体の健康相談
（障がい福祉相談）

乳幼児郡家保健センター９：30～11：30育 児 相 談火18

一般郡家保健センター10：30～11：30さわやか体操教室
水19

Ｈ20.4.13～Ｈ20.5.9生まれ郡家保健センター受付  12：45～13：00６ か 月 児 健 診

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室
木20

Ｈ19.4.10～Ｈ19.5.20生まれ郡家保健センター受付  12：30～12：45１歳６か月児健診

一般船岡保健センター９：30～11：00一般健康相談・介護相談火25

乳幼児郡家保健センター受付  13：15～13：30ポ リ オ 予 防 接 種水26

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室木27

※　ＨＩⅤ…ヒト免疫不全ウイルス

※　エイズ…ＨＩＶというウイルスによって

引き起こされる病気の総称
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郡
家
隣
保
館

― 
人
権
・
同
和
教
育
か
ら
学
ん
だ
こ
と 
―

　
　
　
　
　
　
  
�
� 
第
５
回
人
権
・
同
和
問
題
講
座

　

９
月
４
日（
木
）岩
美
中
学
校

校
長
の
戸
田
倫
弘
さ
ん
の
「
人

権
・
同
和
教
育
か
ら
学
ん
だ
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た

だ
き
、　

名
の
参
加
が
あ
り
ま

43

し
た
。

　

内
容
は
、「
今
社
会
の
中
で
人

間
関
係
が
壊
れ
つ
つ
あ
る
の
を

実
感
す
る
。私
が
心
配
し
て
い
る

事
の
１
つ
は
、
年
間
３
万
人
の

自
殺
者
が
い
る
と
い
う
事
で
す
。

先
進
国
の
中
で
は
、
日
本
が
断

然
ト
ッ
プ
で
す
。都
道
府
県
別

に
み
る
と
秋
田
県
が
多
い
。　

秋

田
県
は
全
国
学
力
調
査
で
ト
ッ

プ
の
県
で
す
。自
殺
に
は
、
そ
の

地
域
の
人
口
や
家
庭
数
の
減
少

が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
と
孤

立
。こ
の
２
つ
で
す
。

　

同
和
教
育
か
ら
学
ん
だ
事

は
、
原
因
、
背
景
を
探
る
。そ
れ

も
理
論
よ
り
行
動
で
見
つ
け
る

と
い
う
事
で
し
た
。

　

同
和
教
育
は
、
関
係
を
大
事

に
し
て
き
ま
し
た
。関
係
性
を
良

く
し
、
高
め
る
教
育
を
し
て
行

け
ば
子
ど
も
た
ち
は
、
喜
び
を

持
つ
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
自
分
の
子
ど
も
が
運

動
会
で
ビ
リ
で
も
一
生
懸
命

走
っ
た
ら
、
誉
め
て
い
た
。努
力

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
え
る

人
間
に
な
っ
て
ほ
し
く
て
、
そ
う

い
う
教
育
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
立
場
に
誇
り
と
希
望

を
持
っ
て
学
び
の
意
欲
を
育
ん

で
、
生
き
る
力
の
進
路
保
障
を

す
る
学
校
を
作
っ
て
行
き
た

い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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八
東
隣
保
館

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

　

平
成　

年　

月
１
日（
水
）に

20

10

第
１
回
人
権
塾
を
八
東
隣
保
館

で
、
講
師
に
部
落
解
放
同
盟
八

頭
町
協
議
会
議
長　

森
下
冷
蔵

さ
ん
を
お
迎
え
し
「
部
落
差
別

解
消
へ
の
取
組
み
と
八
頭
町
の

現
状
」
と
題
し
て
講
演
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

森
下
さ
ん
は
「
日
本
国
憲
法

に
は
、
主
権
在
民
、
基
本
的
人

権
の
尊
重
、
平
和
主
義（
戦
争
の

放
棄
）の
３
つ
の
柱
が
あ
り
、
特

に
基
本
的
人
権
の
尊
重
は
、
憲

法
に
保
障
さ
れ
た
人
間
の
自
由

と
平
等
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
人
権
が
今
な
お
保
障
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
り
、
そ

の
早
急
な
解
決
こ
そ
国
の
責
務

で
す
。部
落
差
別
を
始
め
と
す

る
あ
ら
ゆ
る
差
別
と
偏
見
の
な

い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
人

権
を
尊
重
す
る
と
い
う
視
点
の

啓
発
の
た
め
、
私
の
議
員
生
活

８
期　

年
間
は
、
皆
が
喜
ん
で

32

生
活
で
き
る
町
に
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
い
ろ
い
ろ
な
団
体

と
連
携
し
て
貧
し
い
人
に
手
を

差
し
の
べ
る
政
治
の
取
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

特
別
措
置
法
と
同
和
対
策
事

業
に
よ
り
、
被
差
別
部
落
の
住

環
境
・
就
労
は
良
く
な
り
、
ま

た
、
町
内
の
土
木
建
設
業
を
始

め
、
多
業
種
の
職
業
人
も
仕
事

に
恵
ま
れ
た
の
も
こ
の
事
業
の

お
か
げ
で
す
。

　

ま
た
、
差
別
を
取
り
巻
く
私

た
ち
の
立
場
、
差
別
に
対
す
る

７
つ
の
立
場
を
部
落
解
放
研
究

所
の
資
料
よ
り
説
明
し
ま
す
。

��

�
�
�
�
�
�
（
言
葉
や

行
動
で
差
別
を
す
る
人
）

��

�
�
�
�
�
�
	
（
差
別

を
す
る
人
を
支
持
し
差
別
を

拡
大
助
長
す
る
人
）

��

�
�
�
�
�
�
	


（
差

別
を
す
る
人
と
同
じ
立
場
に

立
つ
が
行
動
に
出
な
い
人
）

��

�
�
�
�
�
�
	


�
�

（
差
別
が
あ
っ
て
も
気
づ
か
ず

自
分
に
は
全
然
関
係
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
）

��

�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
（
差
別
が
あ
る
こ

と
は
知
っ
て
い
る
が
、
た
だ
眺

め
て
い
る
人
）

��

�
�
�
�
�
�
	（
本
人
に

責
任
や
原
因
が
な
い
の
に
他
の

人
か
ら
差
別
を
受
け
る
人
）

��

�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
（
差
別
を
無
く

し
て
い
こ
う
と
努
力
す
る
と

と
も
に
１
〜
６
の
人
に
対
し
、

差
別
を
無
く
し
て
い
く
立
場

に
立
つ
よ
う
な
啓
発
な
ど
を

し
て
い
く
人
）

　

以
上
、
私
た
ち
は
、
７
番
目

の
人
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば

差
別
は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。

　

八
頭
町
部
落
差
別
撤
廃
条
例

や
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
同
和
問
題
を
解
決
す
る

の
は
町
行
政
の
責
務
で
あ
る
と

同
時
に
町
民
の
課
題
で
あ
り
ま

す
。差
別
解
消
に
向
け
た
取
組

み
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
町
民
の
人
権
高
揚
に
努
め

ま
し
ょ
う
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
人
権
塾
を
開
催

　

よ
く
、「
○
○
児
童
館
は
ど

こ
に
あ
り
ま
す
か
？
」
と
耳
に

す
る
こ
と
が
・
・
・
。
意
外
に

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
沢
山
の
人
に
児
童

館
を
知
っ
て
も
ら
い
、
来
て
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
看
板

作
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

初
め
は
各
館
の
立
地
を
考

え
、
看
板
に
矢
印
を
つ
け
た

り
、
見
晴
ら
し
が
良
い
所
で

は
、
敷
地
内
に
設
置
す
る
だ
け

で
よ
か
っ
た
り
、
遠
く
か
ら
で

も
見
や
す
い
字
の
色
を
考
え
た

り
、
看
板
一
つ
で
も
沢
山
の
こ

と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
ざ
完
成
し
設
置

し
た
も
の
の
、
一
週
間
程
で
字

が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
失

敗
。
二
回
目
は
念
入
り
に
ペ
ン

キ
塗
り
を
し
今
度
こ
そ
・
・
・

と
願
掛
け
を
し
た
の
が
よ
か
っ

た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
無
事
看

板
の
役
目
を
果
た
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
分
か
り
や
す
く

な
っ
て
い
い
な
あ
。」と
の
声
も

聞
こ
え
だ
し
、
ホ
ッ
と
し
て
い

る
次
第
で
す
。

　

あ
と
は
児
童
館
の
活
動
を
皆

さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

す
こ
と
の
出
来
る
居
場
所
作
り

を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

児
童
館
看
板
設
置
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月
日
の
経
つ
の
も
早
い
も
の
で
、
今
年

も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
数
ヶ
月
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。「
そ
ろ
そ
ろ
、来
年
の
準
備
を
し

ま
し
ょ
う
か
」と
い
う
こ
と
で
、　

月
５
日

10

（
日
）、講
師
の
平
木
幸
江
さ
ん（
日
下
部
）

の
指
導
で
、
押
し
花
を
あ
し
ら
っ
た
カ
レ

ン
ダ
ー
作
り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

��������	
��
�����

　

合
併
し
て
今
ま
で
隣
町
で
あ
っ
た
地
域

の
こ
と
、
わ
が
八
頭
町
の
こ
と
を
も
っ
と

知
ろ
う
と
、　

月　

日
（
土
）、
八
東
コ
ー

10

18

ス
の
ふ
る
さ
と
探
訪
ウ
ォ
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。

　

八
東
公
民
館
を
出
発
し
、
安
藤
井
手
の

取
水
口
、
安
井
宿
の 
伊  
蘇  
乃  
佐  
只 
神
社
、

い 

そ 

の 

さ 

き

桜
ヶ
丘
宅
地
造
成
地
、
新
興
寺
、
安
部
地

区
総
合
公
園
（
旧
安
部
小
学
校
跡
地
）
な

ど
、
古
い
歴
史
の
あ
る
も
の
や
、
こ
れ
か

ら
新
し
く
歴
史
を
刻
む
箇
所
を
た
ど
り
な

が
ら
、
秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
空
の
も
と
で

の
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

3
館
合
同
事
業

　
　

ふ
る
さ
と
探
訪
ウ
ォ
ー
ク　

八
東
コ
ー
ス

　

八
東
地
区
公
民
館

　
　
　

押
し
花
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　

押
し
花
と
い
え
ば
、
昔
は
、
分
厚
い
本

の
間
な
ど
に
花
や
葉
を
は
さ
ん
で
乾
燥
さ

せ
、
本
の
し
お
り
や
手
紙
に
添
え
た
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
趣
味
や
芸
術
と

し
て
楽
し
む
こ
と
の
ほ
う
が
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

��������	
��
������

　

ま
た
、
最
終
目
的
地
の
安
部
地
区
総
合

公
園
で
は
、　

年
前
の
旧
安
部
小
学
校
舎

20

解
体
に
伴
い
、
旧
校
舎
近
く
に
あ
っ
た

「
伊
勢
道
の
道
標
」
が
一
時
撤
去
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
旧
小
学
校
跡

地
が
総
合
公
園
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

の
を
機
に
、
元
の
位
置
に
復
元
さ
れ
た
こ

と
を
祝
う
除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

探
訪
ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
者
も
、
昔
と
今

を
繋
ぐ
瞬
間
の
、
そ
し
て
次
世
代
に
古
道

を
伝
え
て
い
く
一
証
人
と
な
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

��������	
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９
月　

日
（
土
）
〜　

月　

日
（
土
）

13

10

18

の
毎
週
土
曜
日
、「
お
気
軽
写
経
入
門
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

お
経
を
書
き
写
す
「
写
経
」
に
は
、
願

い
や
祈
り
の
心
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
文
を
無
心
に
書
き
写
す
こ
と

で
、
忙
し
い
毎
日
を
送
る
現
代
人
に
心
の

や
す
ら
ぎ
を
与
え
、
癒
し
の
ひ
と
と
き
に

な
る
時
間
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

参
加
者
は
「
一
字
ず
つ
丁
寧
に
筆
を
運

ぶ
と
、
自
分
の
気
持
ち
を
見
つ
め
、
静
か

で
落
ち
着
い
た
時
間
が
持
て
ま
し
た
。」と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
写
経
」
で
自
分
を
み
つ
め
る

　

小
学
生
が
夏
休
み
に
作
り
上
げ
た
工
作

や
絵
画
、
自
由
研
究
な
ど
を
展
示
し
た
児

童
作
品
展
を
、
９
月　

日
（
金
）
〜　

日

19

30

（
火
）
に
行
い
ま
し
た
。

　

工
作
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ト
レ
ー
を
再

利
用
し
た
も
の
な
ど
、
子
ど
も
ら
し
い
創

造
力
を
働
か
せ
た
力
作
が
集
ま
り
、
訪
れ

た
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
由
研
究
で
は
、
花
御
所
柿
の

歴
史
と
仕
事
を
調
べ
た
も
の
や
、
イ
モ
ム

シ
が
蝶
に
な
る
ま
で
の
観
察
結
果
な
ど
、

長
い
夏
休
み
な
ら
で
は
の
研
究
の
成
果
が

発
表
さ
れ
て
お
り
、
来
場
者
は
子
ど
も
た

ち
の
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
夏
休
み
児
童
作
品
展
」
を
開
催 

フ
大
会
を
、
船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
（
メ
ニ

ユ
ダ
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

参
加
は
６
ブ
ロ
ッ
ク　

チ
ー
ム
で
、
第

10

４
ブ
ロ
ッ
ク
（
坂
町
）
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
、

準
優
勝
は
第
７
ブ
ロ
ッ
ク
（
福
井
・
隼
福
・

上
野
上
・
上
野
・
隼
郡
家
）
Ａ
チ
ー
ム
で

し
た
。

　

当
日
は
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
あ
い
に
く
の

天
気
で
し
た
が
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出

す
人
、
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
す
る
人
な
ど
、
和

気
あ
い
あ
い
と
コ
ー
ス
を
回
り
、
楽
し
く

プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん

お
疲
れ
様
で
し
た
。
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ブ
ロ
ッ
ク
対
抗　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

�������

　

９
月　

日
（
月
）
船
岡
公
民
館
主
催
の
、

15

第
１
回
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

　「移動博物館」を開催

　船岡公民館において、10月９日から14日まで
「おいしいキノコと毒キノコ」をテーマに移動博
物館が開催されました。
　アクリル封入標本約80種やレプリカなどが展
示され、来館者は紛らわしい食用と毒キノコを
興味深そうに見学していました。

子供シアター

★11月15日(土)　10:00～12:00
�����������

　　「とっとこ作るよ地下ハウス」
����������	


　　「 魔  法 の 線  路 」劇場版
ま ほう せん ろ

�������������������
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郡家図書館  八頭町宮谷256-4  �（0858）72-6660
船岡図書室  八頭町船岡539-1  �（0858）72-3970
八東図書室  八頭町北山48-1 � �（0858）84-6622

http:// l ibrary.town.yazu.tottor i . jp/
携帯電話からの本の検索・予約はこちら

▲

八東図書室船岡図書室郡家図書館

11月 9日（日）
15:00～16:00
11月26日（水）
16:00～16:30

11月26日（水）
16：00～16：30

11月  1日（土）
11月15日（土）
え ほ ん15：00～15：20
おはなし15：30～15：50

日にち
時   間

おはなし会　※申込不要・大人も入れます

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

郡家図書館

船岡図書室

八東図書室

１　誰が学校を買えるのか �������� 藤原和博

２　遠ざかる家 ������������� 片山恭一

３　石榴ノ蠅 �������������� 佐伯泰英

４　粘土のスイーツモチーフ �������� 雄鶏社

５　マンガの創り方 ���������� 山本おさむ

６　教科書の文学を読みなおす ������ 島内景二

１　誘拐児 ��������������� 翔田　寛

２　瑠璃でもなく、玻璃でもなく ����� 唯川　恵

３　犯罪小説家 ������������� 雫井脩介

４　火村英生に捧げる犯罪 ������� 有栖川有栖

５　彫残二人 ������������� 植松三十里

６　おばさん未満 ������������ 酒井順子

１　美か、さもなくば死を �������� 林真理子

２　大銀杏を結いながら ����������� 床寿

３　にっぽん心の仏像１００選　上下 ���� NHK出版

４　その死に方は迷惑です �������� 本田桂子

５　生きているかぎり　―私の履歴書― �� 新藤兼人

６　あきいろのホネホネさん ���� にしむらあつこ

11月のカレンダー
土金木水火月日

１

８７６５４３２

151413121110９

22212019181716

29282726252423

30

休館日 開館時間 10：00～18：00

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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�
　ぬくもりのあるフェルトを使ってクリスマス
の飾りをつくりませんか。
�����11月22日（土）10:00～11:30
�����船岡図書室　２階　大広間
�����小学生以上
�����20名（先着とします）
� � ��100円
�����各館・室のカウンターに直接お申し

込みください。
　　　　　（電話・ＦＡＸでの申込可）
�����11月16日（日）

『小学生日曜読書クラブ』毎週開催中！
　図書館司書が物語を読みます（親子で参加で
きます）。当日図書館までお越しください。
　　　　　毎週日曜日　10：30から
　　　　　郡家図書館　2階　研修室

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事ののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおししししししししししししししししししししららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ読書週間行事のおしらせ
【郡家図書館・船岡図書室】
〇雑誌リサイクル市
　���11月１日（土）～11月26日（水）
　　保存年限の切れた雑誌をひとり３冊までご自
由にお持ち帰りいただけます。

【八東図書室】
〇ブックリサイクル
　���11月１日（土）～11月26日（水）
　　皆さんからご提供いただいた本を、ひとり５冊
までご自由にお持ち帰りいただけます。
〇読書週間おはなし会
　���11月９日（日）15：00～16：00
����大型絵本の読み聞かせ・紙芝居ほか秋らしい  

 おはなしを準備しています。お楽しみに！
※雑誌リサイクル市・八東図書室ブックリサイクル
は、休館日は開催していません。右下のカレンダーを
ご確認ください。

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																















��������	

����������
��������������	����
�



YAZU
2008.11◆17

八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムがががががががががががががががががががが発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足八頭町家庭教育支援チームが発足

　核家族化及び地域でのつながりの希薄化等によ
り、家庭教育力の低下が指摘されるなど、社会全体
での家庭教育支援の必要性が高まっています。
　八頭町では、家庭の教育力向上を目的とし、地域
での家庭教育をサポートする『家庭教育支援チー
ム』が八東児童館を拠点に発足しました。
　チーム員６名が家庭教育に関する情報紙の発行
や学習会の企画などを通じて家庭教育に関する悩
みを把握し、解決を手助けいたします。
　お気軽にご相談ください。
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顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔ににににににににににににににににににににハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンデデデデデデデデデデデデデデデデデデデディィィィィィィィィィィィィィィィィィィィをををををををををををををををををををを持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチ先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生がががががががががががががががががががが顔にハンディを持つタッチ先生が
““““““““““““““““““““いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめとととととととととととととととととととと戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生ききききききききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿””””””””””””””””””””をををををををををををををををををををを語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる“いじめと戦い生きる姿”を語る

八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演八頭町小・中学校ＰＴA講演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　顔に病気や傷などを
抱える人たちに対する差
別・偏見をなくすために
忙しい合間を縫って、全
国各地を回り講演活動を
展開中。ＰＴＡの会員
だけでなく、広く町民の
皆様にもご講演をお聞き
いただきたくご案内しま
す。
　入場は無料です。

　講　師　　藤井　輝明さん
　演　題　　「今を生きる」
　日　時　　平成20年11月24日（月）
　　　　　　午後２時～（開場１時30分)

　場　所　　郡家公民館（八頭町宮谷）

　主　催　　八頭町小・中学校PTA連絡協議会

　後　援　　八頭町教育委員会

　問合せ　　安部小学校　�84-3039

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
自
分
中
心
の

「
も
の
さ
し
」
で
物
事
を
考
え
て
し
ま
う
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
こ
で
�
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
�
を
通
し
て
自
分
を
見
つ

め
、
他
人
を
想
う
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。　
　

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
と
バ
リ

ア
フ
リ
ー
と
混
同
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
と
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
特
定
の
人
を
対
象
に
、
元
々
あ
っ
た
障
壁

（
バ
リ
ア
）
を
取
り
除
い
て
い
く
考
え
方
で

す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

と
は
、
は
じ
め
か
ら
あ
ら
ゆ
る
人
の
使
用

を
想
定
し
尊
重
し
て
障
壁
を
つ
く
ら
な
い

よ
う
に
す
る
考
え
方
で
す
。

　

発
想
の
起
点
は
違
い
ま
す
が
、
み
ん
な

が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
目
的
は
同
じ
で
す
。

し
ょ
う
。シ
ャ
ン
プ
ー
の
容
器
に
は
ギ
ザ
ギ

ザ
が
つ
い
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、
シ
ャ
ン
プ
ー

と
リ
ン
ス
を
区
別
す
る
た
め
の
も
の
で
す

が
、
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
だ
け
に
あ

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。頭
を
洗
う
時
に
目

を
つ
ぶ
る
人
や
メ
ガ
ネ
を
は
ず
す
人
な

ど
、
す
べ
て
の
人
に
使
い
や
す
く
す
る
た
め

の
工
夫
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
建

築
物
や
製
品
な
ど
の
モ
ノ
を
対
象
に
し
た

考
え
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
育
ん
で
い
く
の
は
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の「
心
」で
す
。

　

こ
の「
心
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」は
、

困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
声
を
か
け
る
、
す

べ
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
考
え

て
み
る
、
世
代
や
文
化
な
ど
の
違
い
を
学

び
、
お
互
い
に
理
解
し
あ
う
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。思
い
や
り
あ
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
は
、
み
ん
な
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
社
会
で
す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
見
直

す
と
新
し
い
発
見
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
。　

み
ん
な
の
た
め
に
、
自
分
の
た
め
に
、
で
き

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

身
近
な
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
例
と
し

て
シ
ャ
ン
プ
ー

の
容
器
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま

��������	




◆18YAZU
2008.11

鳥取市

鳥取市国府町

鳥取市用瀬町

智頭町

若桜町

八 頭 町八 頭 町
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＝東   　 一 （旧八東町）の巻＝
ひがし いち

　東一は、八東地域の中央部に位置する戸数２１

戸の集落です。

　我が村の自慢は、元禄から享保にかけて八東川

の度重なる洪水で流されていた田畑を救った「 勘 
かん

 右  衛  門 土手」です。この土手は、
え も ん

 東村 
ひがしむら

 勘  右  衛 門   が私
か ん え もん

財を投じて500ｍに渡り巨石を配し、藤カズラを

植え、地盤を強化し非常に堅固に造られた土手

で、現在まで私たちの大切な田畑を守り続けてい

ます。また、近くには当時使ったと思われる巨石

で碑が建立されています。

　春には樹齢16年の「桜土手」の花見、夏にはカ

ヌー体験などで賑わっています。

【寄稿者：平成20年度区長　松本 輝夫】
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東東　一一

　わが村紹介・じげ自慢　の

原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿をををををををををををををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集ししししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！原稿を募集します！
　
　
　あなたの村のとっておきの魅力・自慢を町民の
皆さんにPRしませんか？
　

�����

 集落（村）の魅力、自慢、PR（行事、祭、名所、

慣習、景色、風物、地名の由来、歴史、文化、伝

統芸能、食べ物、特色ある活動、地域で愛着を

持っているもの、他の集落にはないもの…等々）、

どんなことでも構いません。
　

　�����

 250字程度（※写真1枚を添えてください。）
　

　�����

 区長、老人会長、婦人会長、こども会責任者な

ど、どなたでも構いません。
　

　����

  直接持参、郵送、メール
　

　ご応募いただける場合は、総務課までご連絡く

ださい。
　

【問い合わせ】 総務課　�76-0201
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加入者が増えています！　加入者が増えています！！！

あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたもももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかなたも農業者年金に加入しませんか
～農業者へのメリットがいっぱいの公的年金制度です～～農業者へのメリットがいっぱいの公的年金制度です～

農業委員会

　高齢化社会を迎えた現在では、老後の
生活資金は自らが準備する時代となり、
これまで以上に終身年金の重要性が高
まっています。しかし、基礎年金である
国民年金だけでは十分とは言えず、不足
する老後の生活資金は自らが準備する必
要があります。将来の老後生活に少しで
もゆとりを確保するために農業者年金に
加入しましょう。

《次回農業委員会開催予定》

平成20年11月11日（火）
（※申請書は毎月25日までに提出してくださ

　い。翌月の定例農業委員会で審議します。）

【提出・お問い合わせ先】
本 庁 舎（産業課） ����� 　℡　76-0208

船岡庁舎（産業建設課） ��� 　℡　72-3973

八東庁舎（農業委員会事務局）  　℡　84-1227

� ���������������������������������������������������������������������������������������

１．農業従事者は誰でも加入できます
　加入要件は３つだけです。

　　①60歳未満で、

　　②国民年金第1号被保険者で、

　　③年間60日以上農業に従事している方

　農地を所有していない方や家族従事者も加入

できます。

２．積立方式だから安定しています
　積み立てた保険料とその運用実績により受給

額が決定します。

３．保険料は自由に選択できます
　月額最低２万円から最高６万７千円まで千円

単位で自由に決められ、中途で変更することもで

きます。

４．税制面で大き
な優遇措置があ
ります

　保険料は、全額が所

得税の社会保険料控

除の対象になります。

５．意欲ある担い
手には国庫補助があります

　一定の要件を備えた農業者に対し、保険料（月

額２万円）の二割、三割または五割の国庫補助が

あります。

６．脱退・再加入はいつでも自由にできます
　中途脱退してもそれまでに支払った保険料は、

将来年金として受け取ることができます。

７．80歳までの保証付きの終身年金です
　年金は終身に渡って受給できますが、仮に加入

者や受給者が80歳までに死亡した場合には、80

歳までに受給するはずであった農業者老齢年金を

死亡一時金として遺族の方が受給できます。

　詳細は、農業委員会事務局へお尋ねください。

　（�８４－１２２７）

第7回農業委員会審議内容（平成20年10月９日）

１． 農地法の規定による許可申請

　　（転用　５件）

２．農用地利用集積計画の決定

　　（賃貸借・使用貸借・賃貸借権移転）15件

３．農業振興地域整備計画の変更　２件

　　報告事項　合意解約　２件

�
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�

�
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八頭町自治基本条例（仮称）
策定委員会の委員を募集

　八頭町では、魅力あるまちづくりのため、

また新たなまちづくりの方向性を築くため

に、「まちの憲法」といわれる自治基本条例を

策定します。

　つきましては、策定委員会の委員として、

一緒に考えていただける方を下記により募集

します。

■ 委員の募集

１．募集人員：10名程度

２．応募資格：町内にお住まいの18歳以上の方

３．会議の回数：年10回程度（予定）

４．会議の場所：八頭町内

５．応募期限：平成20年11月28日（金）

６．応募方法：�76-0201、FAX73-0147、

メ ー ルyazu-jichi@town.yazu.tottori.jp

のいずれかで、お申し込みください。(住

所、氏名、年齢、連絡先を教えてくださ

い。）

【問い合せ先】総務課 � 76‐0201
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　自治基本条例とは、政策の実現や地域

課題への対応などのまちづくりを、誰

が・どのような役割を担い・どのような

方法で決めていくかなど、まちづくりの

基本ルールや役割・責務、また制度・仕

組みを定めたものです。

　この条例を制定することで、継続的で

統一性をもった自治運営を図ることを目

的としています。

花御所柿祭り

���　　11月30日（日）10:00～16:00

���　　物産館みかど

���　　「花御所柿」の試食あります。

　　　　　歌謡ショー　「松本　 毬 」
まり

　　　　　柿の種飛ばし大会　他

����　����������������

指定管理者を募集

　町では現在指定管理を行なっている施設に

ついて、指定管理者の更新を平成21年４月

に行ないます。これに伴い、次の施設につい

て指定管理者を募集します。

���������	
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　応募できるのは、法人その他の団体です。

任意団体やNPO法人また、複数の団体（また

は個人）が一つの組織を構成して、応募する

ことが出来ます。

　なお、申請の資格として、法人では町内に

主たる事務所を置く又は置こうとすることが

必要です。

��������	
��


　①　施設の維持管理、修繕

　②　利用の許可、利用料金の徴収等

　③　施設サービスの向上

　④　その他施設運営用務

��������

　平成21年４月１日（水）から平成24年３

月31日（土）までの３年間です。

��������	
��

　募集要項は産業課及び各支所産業建設課の

窓口でお渡しします。 

　また、町のホームページでもご覧いただけ

ますのでご利用ください。募集要項配付期間

は次のとおりです。

　平成20年10月27日（月）から11月11日（火）

までの土・日・祝日を除く午前８時30分～

午後５時30分

　http://www.town.yazu.tottori.jp/

��������	

　平成20年11月７日（金）から平成20年11

月14日（金）までの土・日・祝日を除く午前８

時30分～午後５時30分

������

　応募書類を期限までに産業課へ提出してく

ださい。郵送の場合は平成20年11月14日

（金）までに産業課に到着するようにしてく

ださい。
��������
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イナバノシロウサギ神話
シンポジウムを開催

���

『八頭町にもあった！イナバノシロウサギ神話』

～八上姫とイナバノシロウサギ～

���　11月23日（日）　午後1時30分～

���　八頭町郡家公民館（八頭町宮谷）

���　200円（八頭町観光協会会員：無料）

���　

・基調講演　大江　幸久（神社伝承史研究家）

・パネルディスカッション

����������

　　石井　義則（日本海新聞社）

�������

　　新　　誠（郷土歴史研究家）　他　　　　

【主　催】　八頭町観光協会

 “エコフェスタin2008”リファーレンいなば
「みんなでエコライフを楽しもう」

���　11月16日(日)午前10時～午後３時

���　リファーレンいなば（伏野）

　　　　★マイバッグをご持参ください。

����

・講演会

・エコグループ活動発表コーナー

・リサイクルマーケット　50店舗

・ごみごみ博士の分別クイズ

・小学校夏休み研究作品展示

・再生品展示販売

・リサイクル工作体験コーナー

　（マイバッグをつくろう！他）

・エコ工作コンテスト出展作品展示

・グリーン購入・エコビンゴ

　このほか、食べ物バザー・地産地消市など

催し物あり。

　詳しくは、リファーレンいなば

(� 0857－59－6026)へお問合せください。
事業主の皆様へ共済制度のご案内

��������	
�

　小規模企業の個人事業主または会社等の役

員が事業を廃止した場合や役員を退職した場

合など、第一線を退いたときに、掛金に応じた

共済金をお受け取りになれる共済制度です。

　小規模企業共済法に基づき昭和40年に発

足した制度で、いわば国がつくった「経営者

の退職金制度」といえるものです。

��������	
�
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　貴方の会社が健全経営でも「取引先の倒産」

という事態はいつ起こるかもしれません。こ

の共済制度は、そのような不測の事態に直面

された皆様に迅速に資金をお貸しする共済制

度です。

　取引先が倒産した場合に、積み立てた掛金

総額の10倍の範囲内（最高3,200万円）で回

収困難な売掛債権等の額まで借りられます。

　詳しくは、商工会、商工会議所、金融機関

の本支店へお尋ねください。

　この制度の運営は、独立行政法人中小企業

基盤整備機構が行っています。

秋季全国火災予防運動
（11月9日～15日）

　火災が発生しやすい時季になります。次の

ことに心がけ、火災予防に努めましょう。

���������	
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　○����は絶対やめる。

　○����は、燃えやすいものから離れた

位置で使用する。

　○�����などのそばを離れるときは、

必ず火を消す。
�������

　○逃げ遅れを防ぐために、�������

�を設置する。

　○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防

ぐために、���を使用する。

　○火災を小さいうちに消すために、���

����を設置する。

　○お年寄りや体の不自由な人を守るため

に、��������をつくる。

Information
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再就職のための
職業能力開発訓練生募集

　ポリテクセンター鳥取では、離職・転職さ

れた方がいち早く再就職できるよう、必要な

知識・技能を取得するための職業能力開発訓

練（６か月間）を行っています。

　現在、21年１月入所生を募集しています。

　受講料は無料です。ぜひご活用ください。

◇募集期間　11月17日（月）～12月4日（木）

◇訓練コース等

　��������	
��
��

　　　ＮＣ工作機械による金属加工、

　　　ＣＡＤシステムによる製図を習得

　�������

　　　板金、プレス加工、

　　　アーク溶接など金属加工の仕事を習得

　�������

　　　電気設備工事の設計・施工、

　　　配電盤・制御盤の基本作業を習得

　��������	
��
���

　　　建築ＣＡＤによる各種図面の作成方法、

　　　木造住宅の建築の仕事を習得

【お問い合わせ先】

■ハローワーク鳥取 �� TEL（0857）23－2021

■ポリテクセンター鳥取  TEL（0857）52－8802

鳥取県赤十字血液センター開所日の変更

　鳥取市江津にある血液センターでは、日曜

日に開所し、土曜日は休みになりました。

献血受付：月～水曜日、金・日曜日
� ���������������������

�全血献血：9:00～17:00

�成分献血：9:00～16:00

閉所日：木・土曜日、祝日(水・金曜日除く)
� ���������������

第４回　２００８ 年度　
八頭町部落解放研究集会

������　　12月７日（日）午後

������　　郡家公民館

　　　※詳しくは、後日お知らせします。

犬の飼い主のみなさんへお願い！
犬のフンの不始末はマナー違反です

税を考える週間
（11月11日～17日）

������

「IT化・国際化と税」

期間中、国税庁ホームページに「特集コー

ナー」を開設します。ぜひ、ご覧ください。
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「来て、見て、感じ展」

鳥取市立中央図書館（２階ギャラリー）

　児童・生徒の税に関する習字や作文などを

展示しています。

　展示期間：11月10日（月）～17日（月）

国民健康保険税（第3期分）の納付月です

11月は…

完納にご協力をお願いします
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� 　最近、道ばたや公園、住宅の敷地などに犬の

フンが放置されていて、大変困っているという
苦情が多く寄せられています。
　犬を散歩させる時のフンの後始末は、飼い主
として当然のマナーです。
　フンはきちんと後始末をし
ましょう。
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年 齢ところ名 前日 付お
く
や
み

79歳（下門尾）横山　守孝９月12日

93歳（堀　越）中尾百合子　　15日

96歳（明　辺）山本　　仁　　17日

94歳（　島　）日笠かね子　　18日

80歳（カーサこおげ）岩村なみこ　　18日

71歳（富　枝）森脇千鶴子　　21日

76歳（篠　波）野木　一美　　24日

67歳（篠　波）猪本　民雄　　28日

50歳（山　田）倉田　輝美　　30日

88歳（郡家西区）横山　春枝10月１日

75歳（坂　町）馬竹アサ子　　５日

93歳（福　井）西川　�　　８日

86歳（三　浦）保木本清治　　９日

64歳（　南　）多内　利夫　　９日

おとうさん･おかあさんところ名 前誕生日お
め
で
た

　隆　・美　奈（郡家東区）大川　 夏  実 
なつ み

９月６日

新　吾・幸　代（隼　福）福田　 大  翔 
ひろ と

　　13日

良　幸・純　子（堀　越）湯川　 颯  士 
はや と

　　17日

享　一・千　春（稲　荷）平木　 歩  夢 
あゆ む

　　17日

　裕　・有　香（安井宿）野中　 拓  実 
たく み

　　19日

康　二・園　子（下門尾）向井　 希  大 
かな た

　　23日

茂　樹・喜代美（賀茂町）大藤　 凪  央 
な お

　　24日

直　史・純　子（門　尾）横山 咲  太  郎 
さく た ろう

　　25日

寛　之・加津子（稲　荷）福田　 槇  珂 
しん か

　　28日

孝　史・由　紀（郡家西区）山形　 健  二 
けん じ

　　30日

世帯数　　5,845世帯  （＋ ４）    
総人口　19,710人 � （－18）    
　　男　 9,494人 � （－ ５）    
　　女　10,216人 � （－13）    

八頭町の
世帯数と人口

10月１日現在
（　　）内は前月比

ひとのうごき　平成２０年１０月１０日届出現在  （敬称略）

Information

源泉所得税の年末調整説明会開催

　平成20年分の年末調整の仕方や法定調書

の提出方法等について、法人及び個人（青色・

白色）事業者の源泉徴収義務者を対象に次の

とおり説明会を開催します。

　源泉徴収義務者の方は、ご参加ください。

　 (注)どの会場でも受けられます。

水道料金等の口座振替のおすすめ

　上下水道課では、毎月の水道料金及び公共

下水道･農業集落排水使用料の納付につきま

して、平成21年度を目途に口座振替への移

行をおすすめしています。

　口座振替をご利用いただきますと、毎月支

払いに出かける必要もなく、また納め忘れも

防げ、大変便利です。

　手続きに必要な口座振替依頼書は、役場上

下水道課及び各支所産業建設課にあります。
������

・お申込みいただいてから手続きが完了する

までに、���������	があります。

・��������	
��
�������

振替日は毎月末ですので、前日までに残高

をご確認ください。

・���������	
��
�����

通帳によりご確認ください。事前に、金額

をお知りになりたい場合は、役場上下水道

課または各支所産業建設課へ電話でお問い

合わせください。

������������������

������������������

������������������

対象者開催場所開催日時

八頭町・
若桜町の方

郡家公民館
八頭町宮谷80

11月17日(月)
13:30～15:00

鳥取市・
智頭町の方

智頭町総合センター
智頭町智頭2076-2

11月18日(火)
13:30～15:00

鳥取市・
岩美町の方

国府町
中央公民館
鳥取市国府町庁380

11月19日(水)
10:00～11:30
13:30～15:00

11月20日(木)
10:00～11:30
13:30～15:00

い　と
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男女共同参画啓発シリーズ◯３０ 

「安心・安全な食文化」は男女共同参画から
　実りの秋を迎え、梨・柿・りんごなどフルー
ツ真っ盛りとなりました。
　このフルーツ栽培を支えている農業就業人
口の過半数は女性が占めているにもかかわら
ず、女性の経営上の位置づけは不明確なまま
となっています。
　また、最近では輸入食品の中から殺虫剤な
どの農薬が混入するなど、食の安全を揺るが
すような事件が多数発生しています。
　このことから、食糧は輸入から自給に転じ、
日本の農業が注目される時代へシフトしてい
くことが予想されます。
　今こそ、地域の豊かな資源や女性が持つ技
術を活用し、「安心・安全な食文化」を構築す
る時ではないでしょうか？

Information
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　季節はすっかり秋になりました。初めて過ごした日
本の夏は、とても暑くて大変でした。気温は韓国と似
ていますが、湿度が高く、まるでビニールハウスの中
で生活しているように感じました。
　９月は、八東支所で研修を受けました。産業建設
課で、職員と一緒に草刈りをしました。暑い日でした
が、自分たちの手で地域をきれいにしようとする姿を
見て、日本人の勤勉さを学びました。
　私は、ビニールハウス栽培に関心があり、週末に
北栄町にあるビニールハウスを見学したり、ぶどう狩
りをしたことも良い思い出です。
　また、八頭町内の小・中学校で交流授業をしまし
た。短い時間でしたが、韓国の挨拶や言葉を教えた
り、韓国の伝統的な遊びである「ユンノリ」（日本のす
ごろくのような遊び）を一緒にしました。自分の故郷で
ある韓国を日本の子ども達に紹介し、子ども達も韓国
の文化に興味を持ってくれたようでとても嬉しく思いま
した。
　秋は、韓国でも運動会をします。私の小学校時代
には、日本のように万国旗の飾り付けをして、村の
人々が集まり、楽しく一日を過ごしていましたが、今
ではそのような姿があまり見られません。丹比校区の
運動会を見学しましたが、昔の運動会の様子が残っ
ており、懐かしく思いました。
　初めてグラウンドゴルフとペタンクをしました。ど
ちらも韓国にはないスポーツですが、思ったほど難
しくなく手軽にやれる気がしました。高齢化が進んで
いる今、老後に楽しめるスポーツとして、韓国でも普
及すればいいなぁと思いました。
　あっという間に研修期間も半分が過ぎていったよう
に感じます。残された研修期間も充実したものになる
よう頑張っていきたいと思います。
 ������ 韓国　横城郡庁　研修生　李　成珍

��������	
�

こんに
ちは！


	広報やず11月号1-PDF
	1/25
	2/25
	3/25
	4/25
	5/25
	6/25
	7/25
	8/25
	9/25
	10/25
	11/25
	12/25
	13/25
	14/25
	15/25
	16/25
	17/25
	18/25
	19/25
	20/25
	21/25
	22/25
	23/25
	24/25


